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長里小学校創立記念行事に音弗く

明
治
六
年
二
月
二
十
八
8
に
創

立
さ
れ
た
長
里
小
学
校
、
今
年
で

一
〇
七
年
、
P
T
A
、
学
校
当
局

で
は
二
月
八
8
、
地
区
民
こ
ぞ
っ

て
創
立
記
念
行
事
を
催
し
て
祝
い

ま
し
た
。

午
前
中
は
、
記
念
式
典
の
あ
と
、

全
児
童
を
二
十
五
組
に
分
け
て
の

駅
伝
大
会
、
学
校
下
を
ス
タ
ー
ト

地
点
に
、
川
内
の
称
念
寺
前
を
折

返
し
、
打
越
、
足
角
、
舟
津
を
経

由
し
て
校
庭
に
ゴ
ー
ル
す
る
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ょ
し
た
。

寒
天
の
下
、
ほ
ほ
を
真
っ
赤
に

し
て
歯
を
く
い
し
ば
り
力
走
す
る

一
年
生
、
沿
道
か
ら
は
盛
ん
な
声

援
が
送
ら
れ
、
全
具
が
元
気
に
頑

張
り
ま
し
た
。

午
後
は
も
ち
つ
き
大
会
に
大
喜

び
、
初
め
て
手
に
し
た
キ
ネ
で
力

い
っ
ぱ
い
つ
き
あ
げ
る
。
最
中
、

粉
だ
ち
け
に
な
り
、
も
ち
を
ま
る

め
る
子
供
達
、
親
子
、
地
域
が
一

体
と
な
仇
行
事
は
歓
声
r
〓
こ
も
に

沸
き
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

わたしたちの
町　の　人　口

人口　7，709人

男　　3、549八

女　　4，160人

世帯　1，782

2月1日現在
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昭
和
五
十
三
年
度
の
小
長
井
町
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
監
査

委
員
の
審
査
を
う
け
て
、
去
る
十
二
月
の
町
議
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
の
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

決
算
額
は
、
総
括
表
の
と
お
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ

わ
せ
て
、
歳
入
十
∩
億
四
千
百
三
十
」
ハ
万
五
千
円
、
歳
出
十
七

億
∩
千
∩
百
三
十
七
万
内
子
円
で
、
差
引
き
五
千
二
百
九
十
九

万
一
千
円
の
黒
字
て
す
。

「
」
の
決
算
額
の
中
に
は
、
一
版
会
計
か
ら
水
道
事
業
会
計
へ

の
繰
出
〈
恵
五
百
〔
十
四
万
≡
干
円
ガ
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
以
下

一
般
会
計
に
つ
い
て
決
算
額
を
表
に
し
て
説
明
し
ま
す
。

＼鹿＿‘ニュニ’

円め喪車∴－
決　算　額　総　括　表

会　 計　 別
53 年 度

予 算 額

53　年　 度　 決　 算　 額

歳　　　 入 歳　　　 出 差　 引　 額

一　般　 会　 計 1，479，147 1，492，722 1，457，0 24 35，698

箭

会
計

国保会計 323，073 326，313 311，238 15，075

簡水会計 20，579 22，330 20，112 2，2 18

合　　 計 1，822，799 1，841，365　 1，788，374 52，99 1

一　樵　会　計　決　井　額　表

歳出（目的別）

項　　　　　　 目 金 額 （干円 ） 比 率 （％ ）

町　　　　　　　　　　　 税 1 3 2，0 3 4 8．8

地　　 方　　 譲　 与　　 税 1 7，4（）4 1．2

娯 楽 施 設 利 用 税 交 付 金 3，7 3 5 0．2

自 動 車 取 得 税 交 付 金 1 1，4 4 8 0．8

地　　 方　　 交　　 付　　 税 5 4 8 ．8 6 8 3 6．8

交通 安 全 対 策特 別 交 付 金 8 92 0．1

分 手旦 金 及 び 負　 担 金 1 1 2，6 3 5

1，1 8 6

5，7 2 7

2 Cけ，5 8 6

11 5，2 9 5

4，6 5 4

9 3

！ 1萱≡董

l 言‥；

使　　　　　 用　　　　　 料

手　　　　　 数　　　　　 料

国　 庫　 支　　 出　　 金

県　　 支　　 出　　　 金

財　　　 産　　　 収　　　 入

寄　　　　 附　　　　 金

繰　　　　　 入　　　　　 金 4 9，5 n O 3．3

繰　　　　 越　　　　 金 15，1 6 5 1．0

諸　　　　　 収　　　　　 入 7，2（）0 0．5

地　　　　　 方　　　　　 債 25 9，3（）0 17．4

合　　　　　　 計 1，4 9乙 7 2 2 1（）0．0

昭
和
五
十
三
年
度
の
主
な
建
設
事
業

中
学
校
危
険
校
舎
改
築
事
業

二
億
六
千
二
百
七
十
五
万
八
千
円

道
路
整
備
事
業
　
一
億
三
百
九
十
二
万
八
千
円

農
道
整
備
事
業
　
九
千
六
百
五
十
七
万
二
千
円

消
防
施
設
整
備
事
業
　
九
百
二
十
九
万
六
千
円

崖
地
近
接
危
険
住
宅
移
転
補
助
八
百
二
十
六
万
四
千
円

庁
舎
空
調
設
備
改
造
一
千
一
百
九
十
三
万
五
千
円

林
道
開
設
・
舗
装
事
業
　
九
百
六
十
四
万
三
千
円

農
道
新
設
改
良
補
助
金一
千
三
百
六
十
九
万
四
千
円

港
湾
改
修
負
担
金

県
道
整
備
負
担
金

農
免
農
道
負
担
金

広
域
農
道
負
担
金

八
百
八
十
万
円

三
宮
万
円

九
百
八
十
五
万
八
千
円

五
首
六
十
七
万
八
千
円

A
「1
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目　的別　現在　高　（単位†円）

≡‾－5’芋岩百

町道広川良線

第4分団区域防火水槽

町
値
に
つ
い
て

借入先別現在高　（単位千円）

町
債
は
、
町
ガ
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
将
来
に
れ
た
っ
て
分
割
償
還
す
る

こ
と
を
条
件
に
、
国
や
そ
の
他
の
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
る
資
金
て
す
。
五

十
≡
年
度
は
、
中
学
校
々
含
建
築
、
道
路
舗
装
事
業
等
に
二
億
五
千
九
萱
二

十
万
円
を
倍
入
れ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
末
の
現
在
古
同
は
次
の
と
ぉ
り
て
す
。
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新入児の身体検査（遠竹校区）

新
学
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
進
級
・
進

学
に
胸
お
ど
ら
せ
る
季
節
て
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
子
供
た
ち
は
何
を
考

え
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
、
ど
の
よ
う
な

将
来
の
夢
を
描
い
て
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
親
の
一
人
ひ
と
り
が
子

供
た
ち
の
〝
心
の
風
景
〟
を
常
に
的
確

に
つ
か
ん
て
い
る
　
ー
　
こ
の
こ
と
が
子

供
の
健
全
な
成
長
に
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん

∵

一

∴

．

左

∵

今
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
み
な
㍉

ん
の
お
友
達
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
入
学
者
名
簿
に
、
も
し
洩
れ

が
あ
り
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

遠
竹
小
学
校
（
十
二
名
）

部
　
蒲
　
児
童
氏
名

釜
　
　
新
宮
百
合
子

〃
　
　
鶴
田
　
朋
昭

〃
　
　
牟
田
　
麻
美

保
護
者

芳
　
信

忠
　
徳

富
　
弘

黒　　柳　　遠

／／仁J／　／／　／J
田　　南　　竹

新
宮
　
幸
子

山
田
　
志
郎

安
永
　
勝
也

渡
部
　
浩
世

福
田
　
美
香

大
瀬
　
友
美

池
田
　
克
美

池
田
　
英
敏

文忠憲囲　　久昌則
稔

〃
　
　
小
松
め
ぐ
み
　
好

小
長
井
小
学
校
（
七
十
二
名
）

井　　築
／／

崎　　切

中
村
　
健
一

中
村
　
幸
徳

池
田
美
代
子

横
田
み
ど
り

徳博

治太　　見英彦宏博　　男徳光

池
田
　
憲
一

金
松
洋
一
郎

馬
場
　
明
光

井
手
美
智
r

東
　
真
一

中

道

　

悟

堤

　

礼

チ

弥
永
　
美
枝

光
田
麻
夜
子

立
川
恵
利
子

立
川
　
教
士

野
中
小
百
合

相
馬
　
由
紀

中
村
　
公
一

田
実
　
格

平
田
　
弘
美

平
田
　
春
美

坂
本
　
美
幸

松
本
　
菊
美

中
村
　
愛
子

岩
元
　
純
子

小
柳
す
が
子

山
本
　
浩
子

田
川
　
理
香

宇
野
千
恵
美

立
山
　
彰
子

松
永
　
真
澄

山
口
恵
美
子

則征春辰忠幸博垂正昭和義敏典

之志彦義幸好臣郎義廣信実信憲

農　　　　田　　新

／ナ　ノJ　　／／圧l　ナノ

場　　　J京　　原

過信今勝
聴正勇栄　　　朝　　弘弘弘

助隆芙征

一
徳

章
夫
雄

森内
田
森森鳥

井
大
潮
板
屋
吉
次

一
弘幸

真
一
郎

総
一
郎
香
織
達
也睦

み
さ

和　　敏邦英文恒昭常英光
学
利　　男彦i台義美義義武次

広　　山

／／牧川　ナノ　茶　ナノ

良　　花

田
島
　
健
也

榎
並
　
京
子

田
島
　
有
美

福
島
　
純
子

松
永
　
義
則

前
田
　
忠
範

中
島
真
由
美

中
島
　
章
二

田
崎
　
孝
一

田
川
み
ず
え

島
田
　
伸
也

花
木
み
や
子

大
蔵
　
孝
博

嵩
下
　
亮

高
畑
か
お
り

島
崎
　
優
子

丹
羽
　
幸
恵

隈
本
　
千
春

陣
野
　
悟

向
井
　
真
美

中
島
　
和
隆

木
村
　
宗
子

酒
井
　
敏
幸

岡
野
と
も
子

増
山
　
直
美

土
肥
　
正
臣

″

　

　

本

村

　

潤

〃
　
　
牧
本
ま
ゆ
み

〝
　
　
木
下
　
誠
長

〃
　
　
古
賀
　
薫

〃
　
　
村
山
　
容
子

″
　
　
小
路
島
節
子

長
里
小
学
校
（
三
十
四
名
）

足
　
角
　
村
松
　
夏
樹

〃
　
　
坂
口
　
淑
子

〃
　
　
新
宮
　
真
彦

一義輝　義博清責治久繁和貢猛輝公正信　孝　勝勇　光利晴義良　清司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進　　勇　　　　明　　　　　　　　　光　　均
義彦久　　秋夫　　明　　夫　　幸　ヨ　　美一二也　　昭　　治一　　春正幸和晴　　春

足
　
　
角
　
大
木
　
香
織

打
　
　
越
　
新
宮
ハ
ル
ミ

吉
田
由
美
子

〃
　
　
福
本
　
邦
久

川
　
　
内
　
栄
田
　
頼
康

川
内
　
和
成

増
山
利
栄
子

舟
　
津
　
黒
木
　
好
枝

新
宮
　
　
考

谷
口
マ
ス
ミ

田
　
　
代
　
岡
田
横
田
川
野
榎
並

〃
　
　
大
江

〃
　
　
小
田

〃
　
　
石
井

〃
　
　
横
田

〃
　
　
島
崎

尾
ノ
上
　
竹
田

玉
代
優
子
和
恵
信
也
博
文
繁
子
興
行
美
紀
貴
子
直
人

〃
　
　
木
下
　
裕
介

〃
　
　
木
下
　
芳
彦

〃
　
　
野
副
ち
づ
る

〃
　
　
木
下
　
又
書

〝
　
　
木
下
　
保

大
久
保
　
増
山
達
一
郎

〃
　
　
　
田
川
　
　
恵

〃
　
　
山
口
　
博
美

〃
　
　
吉
次
　
　
誠

吉
次
　
亜
紀

聖
母
の
騎
士
小
学
校
（
玉
名
）

梅
　
原
　
熊
谷
　
明
宏

〃
　
　
鶴
崎
清
志
朗

〃
　
　
本
山
龍
一
郎

〃
　
　
勝
木
　
美
帆

〃
　
　
木
村
ひ
ろ
み

政
　
徳
進
茂
　
行

佐
　
八

清
　
二
誠
勝
　
利

芳
　
秋

晴
　
忠

増
　
幸

松
　
敏
弘
紙
　
男

篤
　
信

勝
　
利

隆
　
造

輝
　
次
馨
将
　
輔

喜
八
郎

寛
　
宣
博
茂
　
伸

真
　
徳

又
　
男

信　　重敏和康亀

忠　　幸孝則英三

信光喜
八清

子経郎
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町
消
防
団
は
年
に
二
回
（
春
・
夏
〉

の
献
血
を
毎
年
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
七
月
に
は
日
赤
よ
り
献
血
協
力
団

体
と
し
て
表
彰
も
受
け
ま
し
た
。

五
十
四
年
度
第
二
回
目
の
献
血
を
三

月
九
日
の
訓
練
と
併
せ
て
実
施
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
献
血
に
こ
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

突
然
の
ケ
ガ
や
病
気
で
自
分
や
家
族

に
手
術
が
必
要
な
と
き
は
、
血
液
あ
つ

め
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
の
た
め
に
、
献
血
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
健
康
な
と
き
に
し

か
献
血
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
尊

い
献
血
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
民
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
衛
生
係
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

を
縦
覧
し
ま
す

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
三
月
一
日
か

ら
三
月
二
十
一
日
ま
て
小
長
井
町
役
場

税
務
課
て
縦
覧
し
ま
す
。
時
間
は
、
平

日
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
て
。
た
た
し
土
曜
日
は
、
正
午
ま
て

て
す
。
日
曜
・
祭
日
は
休
み
で
す
。

こ
の
台
帳
に
は
、
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
の
所
有
者
の
氏
名
、
昭
和
五
十

五
年
度
の
固
定
資
産
税
の
基
礎
に
な
る

価
格
な
ど
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
に
ま
ち
か
い
な
い
か

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
縦
覧
で
き
る
人

所
有
者
か
そ
の
代
理
人

所
有
者
以
外
の
人
（
代
理
人
一
は
、

そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
委
任
状
等

を
持
参
し
て
下
さ
い
っ

軽
自
動
車
の
異
動
手
続

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
・
軽
四
輪
自
動
車
二
転
の
小
型
自

動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に
は
、
毎

年
四
月
一
日
現
在
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

譲
渡
や
廃
車
、
住
所
変
更
を
さ
れ
た

方
て
、
異
動
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
次

の
各
場
所
て
手
続
を
早
急
に
す
ま
し
て

下
さ
い
。

▽
陳
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
（
テ
ー
ラ
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
、

○
小
長
井
町
役
場
税
務
課

▽
軽
四
輪
自
動
車
二
一
輪
の
小
型
自
動

車
等
に
つ
い
て
は
、

○
諌
早
地
区
自
家
用
自
動
車
協
会

諌
早
市
高
城
町
七
二
番
地

○
長
崎
県
軽
自
動
車
協
会

長
崎
市
平
間
町
四
〇
〇
番
地
三

最
低
賃
金

二
千
三
百
七
十
二
円
に

長
崎
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
て
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
長
崎
県
最
低
賃
金
」
を
次
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
一
月
二
十
六
日

以
降
は
従
業
員
に
支
払
う
賃
金
を
一
日

二
千
三
吉
七
十
二
円
（
一
時
間
二
百
九

十
七
円
）
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
産

業
別
最
低
賃
金
の
ほ
う
が
低
い
場
合
に

は
、
こ
の
「
長
崎
県
最
低
賃
金
」
が
適

用
さ
れ
ま
す
か
ら
事
業
主
の
方
は
こ
注

意
下
さ
い
。

〈
わ
し
く
は
、
つ
ぎ
へ
お
尋
ね
下
さ

ヽ

　

0

－
Y5
0
　
長
崎
市
岩
川
町
十
六
番
十
六
号

R
U〒
　
長
崎
労
働
基
準
局
賃
金
課

℡
〇
九
五
八
－
四
六
－
六
三
四
三

㊨
㊥
㊥
㊥
㊨
㊥

二
月
二
十
八
日
（
木
）
か
ら
、
電
話

て
電
報
を
う
た
れ
る
と
き
の
〝
一
一
五
〟

受
付
局
が
、
時
間
に
よ
っ
て
、
次
の
よ

う
に
変
り
ま
す
。

（注）∴
電
報
を
う
た
れ
る
と
き
は
、
従

来
ど
お
り
、
″
一
一
五
〟
を
タ
イ

ヤ
ル
し
て
く
だ
き
い
。

二
、
取
扱
者
が
出
た
ら

川
　
所
属
電
話
交
換
局
名

聞
　
電
話
番
号

刷
　
電
話
持
主
の
住
所
と
名
前
を

苦
け
て
く
だ
さ
い
。

も
ら
っ
て
う
れ
し
い

お
祝
い
電
報

三
旦
別
ま
て
に
お
う
ち
に
な
る
と
百

五
十
円
の
割
引
き
に
な
り
、
お
得
て
す
。

ま日
■

h

J

月▲
「、
b

ヽカR
【
丁月3

例
年
、
気
候
が
よ
く
な
る
に
つ
れ
て

鉄
道
沿
線
て
の
事
故
も
多
発
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

特
に
沿
線
て
の
た
こ
あ
げ
や
魚
釣
り

な
ど
は
、
列
車
運
転
上
の
危
険
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り

大
変
危
険
て
す
。

電
車
の
架
線
に
は
二
万
ボ
ル
ト
の
高

電
圧
か
流
れ
て
お
り
、
接
近
し
た
た
け

て
も
感
電
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
国
鉄
て
は
、
三
月
十
七
日

か
ら
四
月
五
日
ま
で
を
鉄
道
妨
害
防
止

運
動
と
定
め
、
こ
の
よ
う
な
事
故
防
止

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
事
故

の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
を
守
っ
て
こ
協

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

一
、
線
路
を
通
っ
た
り
、
線
路
付
近
て

の
遊
び
は
絶
対
に
や
め
て
下
さ
い
。

二
、
線
路
近
く
て
の
た
こ
あ
け
や
魚
釣

り
は
、
感
電
の
お
そ
れ
か
あ
り
ま
す

の
て
大
変
危
険
て
す
か
ら
や
め
て
下

さ
い
。

三
、
こ
の
よ
う
な
遊
び
を
見
か
け
た
と

き
は
遠
慮
な
く
注
意
し
て
あ
け
て
下

さ
い
0

四
、
踏
切
て
は
、
必
ら
ず
一
時
停
止
し

て
安
全
を
確
か
め
て
通
っ
て
下
さ
い
。

も
し
、
踏
切
て
エ
ン
コ
し
た
と
き
は
、

ま
ず
列
車
を
停
止
さ
せ
る
手
配
を
と
っ

て
下
さ
い
。
（
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
必

ら
ず
最
寄
り
の
駅
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。
）

長
崎
鉄
道
公
安
室
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工
夫
の
ゴ
ミ
集
ケ
所
完
成

ゴ
ミ
の
収
集
日
に
囚
惑
す
る
の
か
犬

や
ね
こ
。

小
川
原
浦
・
舟
津
班

ゴ
ミ
袋
を
破
り
喰
い
あ
さ
る
た
め
、

収
集
ケ
所
付
近
は
、
中
味
が
散
乱
し
気

持
の
よ
い
も
の
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
と
収
集
に
あ
た
ら
れ
る
方
の
こ
苦
労

は
た
い
へ
ん
な
も
の
て
す
。

こ
の
対
策
に
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
小
川
原
浦
・
舟
津
班
て

は
、
皆
さ
ん
の
総
意
で
、
い
っ
さ
い
が

自
分
達
の
手
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
ケ
所
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
み
に
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
け
る
と
共
に
、
今
後
も
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

き
れ
い
な
町
、
明
る
い
環
境
づ
く
り

の
話
題
と
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

㌦
ぎ

．
替
替
事
ゴ
ミ
の
出
し
万
一
蓑

も
え
る
ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
再

度
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
規
定
の
袋
に
入

れ
て
、
水
を
よ
く
切
り
、
口
を
し
っ
か

り
結
ん
て
出
し
て
下
さ
い
。

台
所
用
（
残
飯
等
）
の
ゴ
ミ
な
ど
も

え
に
く
い
ゴ
ミ
ば
か
り
て
な
〈
、
紙
類

等
も
え
や
す
い
ゴ
ミ
も
一
緒
に
入
れ
て

出
し
て
下
さ
い
。

ゴ
ミ
を
出
す
時
間
は
、
八
暗
か
ら
八

時
三
十
分
頃
ま
で
で
す
。
収
集
旦
別
に

出
し
た
り
、
収
集
車
が
通
過
し
て
か
ら

出
し
ま
す
と
、
犬
‥
ネ
コ
が
ゴ
、
こ
袋
を

破
り
中
の
ゴ
ミ
を
ち
ら
す
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
の
て
必
ず
時
間
内
に
出
し
て

下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
燃
物
収
集
日
は
、
毎
月
第

三
木
曜
日
で
す
。
ビ
ン
・
缶
類
は
当
日

八
時
三
十
分
頃
ま
て
に
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
て
下
さ
い
。

「1年間で1，800人におよぶ尊い人命と1，300

億円の財貨ガ炎の中で失われた」

昨年秋に発表された消防白書は，こう伝え

ています。
ところで2，3月は空気ガカラカラに乾燥

して風も強＜，いわば火災シーズンの“本番〝

ともいえる≠危険な季節〝です。

2月29日から2週間「春の全国火災予防運

動」ガ行われますガ，お宅の火の元は大丈夫

消
防
設
備
の
近
代
化
や
消
防
職
員
の

増
員
な
ど
に
よ
っ
て
、
火
災
一
件
当
た

り
の
損
害
額
は
以
前
に
比
べ
て
減
っ
て

き
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
半
面
、
出
火
件
数
は
横

ば
い
も
し
く
は
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
五
十
三
年
は
前
年
に
比
べ

て
一
〇
％
増
の
七
万
四
百
二
卜
三
件

（
全
回
）
に
も
の
ほ
り
、
昭
和
四
十
八
年

の
七
万
三
千
七
十
二
件
に
次
〈
戦
後
二

番
目
の
不
名
誉
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

一
年
間
に
七
万
四
百
二
十
三
件
と
い

い
ま
す
と
　
－
　
日
本
の
ど
こ
か
で
七
分

二
十
八
秒
ご
と
に
火
災
が
起
き
て
い
る

勘
定
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
毎
日
二
十

八
・
九
人
が
火
事
て
死
傷
し
、
三
億
五

千
八
百
万
円
の
財
産
か
む
な
し
く
灰
に

な
っ
て
い
る
の
て
す
。
な
ん
と
も
痛
ま

し
く
、
も
っ
た
い
な
い
話
て
す
。

火
災
の
中
て
一
番
多
い
の
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
建
物
火
災
て
、
前
の
年
に

比
へ
て
六
百
十
件
増
の
約
四
万
僅
次

い
て
林
野
火
災
の
七
千
二
百
八
件
て
す
り

前
年
に
比
べ
て
約
二
千
件
（
三
八
％
一

も
多
く
な
っ
て
い
る
の
が
目
立
ち
ま
す
い

二
れ
は
、
春
か
ら
異
常
乾
燥
が
続
い

た
こ
と
な
と
が
影
響
し
、
た
き
火
の
不

始
末
や
た
ば
こ
の
段
け
捨
て
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

でしようか。
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惜
し
く
も
準
優
勝

第
二
十
七
回
諌
北
駅
伝

第
一
一
十
七
回
諌
早
・
北
高
駅
伝
大
会
　
L
の
五
区
間
、
三
〇
二
言
ロ
に
一
般

は
一
月
二
十
七
日
、
石
油
備
蓄
の
タ
ン
　
二
十
五
、
高
校
八
の
計
三
十
三
チ
ー
ム

カ
ー
が
浮
か
ふ
橘
湾
を
見
下
ろ
す
国
道
　
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
五
二
号
線
、
有
書
生
活
セ
ン
タ
ー
前
　
　
開
会
式
の
あ
と
、
午
前
十
時
に
一
斉

を
起
点
に
、
飯
盛
・
愛
野
展
望
台
折
返
　
に
ス
タ
ー
ト
。
絶
好
の
駅
伝
日
和
り
に

区
間
賞
の
力
走
前
田
選
手

恵
ま
れ
選
手
団
は
、

起
伏
の
激
し
い
雉
コ

ー
ス
を
沿
道
の
声
援

を
う
け
て
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

小
長
井
町
か
ら
は

A
・
B
の
二
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
A
チ
ー

ム
は
前
由
、
久
田
両

選
手
が
区
間
賞
を
取
る
な
ど
全
員
力
走

し
ま
し
た
が
、
三
十
四
秒
差
で
高
来
町

に
破
れ
、
惜
し
く
も
優
勝
を
逸
し
ま
し

た
。青
年
団
で
編
成
し
た
B
チ
ー
ム
も
健

闘
し
十
位
の
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
て
し

た
。
ま
た
、
こ
声
援
〈
だ
さ
っ
た
町
民

皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
監
督
・
選
手
名

A
・
監
督
　
田
中
政
利

選
手
　
園
川
政
則
、
川
野
福
芙

花
木
義
文
、
前
田
一
男

久
田
敏
幸

B
・
監
督
　
久
保
丞
治

選
手
　
久
保
丞
治
、
川
野
文
弘

田
川
員
文
、
鬼
木
逸
雄

池
田
幸
一

ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー
開
幕

冬
期
体
力
つ
く
り
、
及
び
相
互
の
親

睦
、
融
和
を
目
的
と
し
た
第
四
回
ナ
イ

タ
ー
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
男
ナ
九
チ

ー
ム
、
女
子
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
二

月
十
二
日
間
暮
し
ま
し
た
。

試
合
は
り
ー
ク
戦
て
二
月
二
十
九
日

ま
て
の
毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
八

暗
か
ら
中
学
校
体
育
館
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
こ
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

参
加
チ
ー
ム

（
男
ノ
ト
の
部
）

お
が
た
ま
ク
ラ
ブ
、
フ
ァ
イ
ン
ク
ラ
フ

黒
龍
会
、
荒
常
会
、
ス
マ
イ
ル
、
友
和

会
、
サ
ム
ラ
イ
、
カ
ネ
ク
ラ
フ
、
仏
青

（
女
′
「
の
部
）

小
長
井
マ
マ
さ
ん
グ
ラ
フ
、
牧
、
あ
ゆ

み
、
長
里
ハ
レ
1
教
室
、
仲
友
会

県
内
四
〇
〇
・
七
キ
ロ
を
走
破
す
る

第
二
十
九
回
郡
市
対
抗
県
下
一
周
駅
伝

大
会
は
二
月
十
五
日
、
長
崎
新
聞
本
社

前
を
ス
タ
ー
ト
、
西
海
路
を
北
上
し
松

浦
市
に
コ
ー
ル
、
二
日
目
は
平
戸
口
を

ス
タ
ー
ト
。
鹿
町
・
小
佐
々
町
を
経
由
、

一
路
南
下
し
小
浜
勘
コ
ー
ル
。
最
終
日

は
小
浜
町
を
ス
タ
ー
ト
、
島
原
半
島
を

二
倒
し
、
長
崎
新
聞
本
社
前
コ
ー
ル
の

コ
ー
ス
に
駅
伝
の
だ
い
こ
み
を
く
り
ひ

ろ
け
ま
し
た
。

二
の
大
会
に
本
町
か
ら
も
諌
早
．
北

高
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
、
久
田
敏
幸
、

末
長
広
波
、
池
田
武
、
酒
井
隆
春
、
園

川
政
則
の
五
選
手
が
出
場
し
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。
イ
丁
－
ム
自
体
は
昨
年
よ
り

振
い
ま
せ
ん
て
し
た
が
本
町
の
選
手
団

は
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

特
に
、
初
出
場
の
末
長
選
手
（
諌
農

三
年
・
黒
仁
闇
）
は
、
二
日
目
八
区
（
波

佐
見
～
川
棚
駅
前
）
九
・
九
キ
ロ
て
二

人
を
ゴ
ポ
抜
き
す
る
力
走
を
み
せ
、
区

間
新
記
録
て
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
て
し

た
。
今
後
の
ご
精
進
を
期
待
し
ま
す
∪

活躍した高校生トリオ
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猛
威
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

寒
さ
も
や
っ
と
う
す
ら
き
ま
し
た
が

県
内
各
地
に
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
ま
す
〈
猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。

他
町
て
は
学
級
閉
鎖
や
休
校
な
ど
相

次
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
状
況
て
、
今

後
更
に
ま
ん
延
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
て
お
互
い
に
健
康
に
気
を

つ
け
て
い
た
た
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
か
一
番
か
か
る
病
気
は
「
カ
セ
」

て
す
。
カ
ゼ
位
と
思
っ
て
無
理
す
る
二

と
に
よ
り
合
併
症
な
ど
お
二
し
重
症
に

な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

「
カ
セ
」
の
直
接
の
原
因
は
何
か
と

い
う
と
「
ウ
ィ
ル
ス
」
と
い
う
病
原
体
て

す
が
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
に
成
心
染
し
た
か

ら
と
い
っ
て
も
す
〈
発
病
す
る
わ
け
て

は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
抵
抗
力
か
お
と

ろ
え
た
時
、
す
な
わ
ち
冷
え
込
み
、
湯
ざ

め
、
気
温
の
変
化
、
う
た
た
ね
、
不
摂
生
、

過
労
、
ゴ
ミ
を
吸
う
、
気
の
ゆ
る
み
な
ど

昭和55年3月行事予定表
日 曜 時　　　 間 場　　　 所 行　　 事　　 内　　 容 主　 務　 課

2月29 金 9 0 0 －17 ：00 町 民 セ ンタ ー 町民文化展 （2 Eほ で） 教育委員会

1 土
遠 竹 ・井 崎

小川味浦 ・長 里
豚 コレラ予防注射 経　 済　 課

2 日 9 0 0 ～17 00 町 民 セ ンタ ー 青年祭 ・町展表彰式 教育委員会

3 月 13 0 0 －1 5 00 町 民 セ ン ター 民踊講座 （■17 日閉講 ） 教育委員会

4 火

9 0 0 －10 00 町 民 セ ンタ ー 妊婦検診 住　 民　 課

13 0 0 －13 30 町 民 セ　ンタ ー 乳 児検診 住　 民　 課

13 0 0 ～16 00 町 民 セ ンタ ー 詩吟講座 （次は 11． 18， 2 5 日） 教育委員会

5 水
9 30 －16 30 役　　　　　 場 昭和 54 年分納税相談 税　 務　 課

19 3 0 －22 00 町 民 セ ンタ ー 編物教室 （19 日閉講） 教育委員全

6 木
10 0 0 －15 00 町 民 セ ンタ ー 人権相談 住　 民　 課

1 9 30 －22 00 町 民 セ ン　タ ー 書道教室 （21 日閉講） 教育委員全

9 日 8 40 －15 30 町民 グラウン ド 消防操法訓練 総　 務　 課

10 月 9 00 －12 00 町 民 セ ンタ ー お茶 ・編物講座 （2 4 日閉講 ） 教育委員会

14 金 1 9 30 ～22 00 町 民 セ ンタ ー 生花教室 （28 日閉講▼） 教育委員全

15 土 9 00 一－15 00 田　 原 ・広 川良 豚 コレラ子防注射 経　 済　 課

18
l
火 9

00 ～12 00 町 民 セ　ンタ ー 妊婦相談 住　 民　 課

1 0 00 － 12 00 中 学 校 体育 館 中学校卒業式 教育委員会

19 水 9 30 ～12 00 町 内 各 小 学校 ′ト学校卒業式 教育委員会

20 木 1 2 00 －15 00 町 民 セ ン タ ー 公民館結婚式 教育委員会

23 H
町民グラウン ト■

センター広場
消防操法大会 ・放 水大全 総　 務　 課

26 水
9 00 － 15 00 役 場収 入役 室

第 10 期集合税徴収　　　　 r総　 務　 課
9 30 ～ 11 00 広 川 良 公民 館

27 木 i
遠 竹 ・長里 支所

農場 ・牧公民館

29 土 20 30 ～ 21 ：3 0 中 学校 体 育 館 ナ イターバ レー ボー ル閉会式 教 育委 員会

中旬 ．
1 13 00 － 16 ：0 0 －町 民 セ ン ター 公民館運営審議会　　　　　　 ．教 育委員会

下旬 9 30 － 12 ：0 0 役　　　　　　 場 農業委員会 ， 経　 済　 課

の
誘
因
か
か
さ
な
っ
た
と
き
発
病
し
ま
す
。

県
内
の
患
者
数
は
一
万
九
百
三
十
五
人

（
二
十
三
日
現
在
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
予
防
し
ま
し

ょ
う
G

①
う
が
い
の
励
行

②
汗
を
か
い
た
ら
必
ず
着
替
え
る

③
過
労
や
不
摂
生
な
と
さ
け
る

④
栄
養
を
充
分
と
る
よ
う
心
か
け
る

⑤
睡
眠
を
よ
く
と
り
身
体
の
調
子
を

整
え
抵
抗
力
を
つ
け
る
。

そ
れ
で
も
「
カ
セ
」
を
ひ
い
て
し
ま

っ
た
ら
ま
ず
安
静
に
し
、
そ
し
て
消
化

の
よ
い
栄
養
の
あ
る
も
の
を
充
分
と
っ

て
く
た
さ
い
。
熱
や
咳
か
出
た
ら
早
目

に
受
診
し
圭
し
ょ
う
。

家
庭
に
病
人
か
い
る
と
い
う
二
と
は

家
族
全
員
に
影
響
を
お
よ
ほ
し
ま
す
。

み
ん
な
て
注
意
し
あ
い
健
康
て
明
る
い

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

香
典
返
し
に
お
礼

さ
き
に
逝
去
さ
れ
た
次
の
方
々
の
二

道
族
か
ら
、
香
典
返
し
と
し
て
関
係
団

体
へ
多
楯
の
ご
芳
志
を
い
た
た
き
ま
し

た
白
　
こ
二
に
謹
し
ん
て
故
人
の
こ
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
二

道
族
の
こ
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。故　
中
村
　
徳
一
殿

遺
族
　
中
村
　
吉
徳
殿

小
長
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
及
び

遠
竹
老
人
ク
ラ
ブ
へ

政
　
吉
次
　
康
一
殿

遺
族
　
吉
次
　
康
明
殿

小
伝
井
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

故
　
中
村
　
ミ
イ
殿

遺
族
　
中
村
　
寅
雄
殿

築
切
老
人
ク
ラ
ブ
へ

二
月
二
十
日
屈
ま
で

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

出
生
者

尾
藤
　
秀
幸

牧
口
由
杏
理

松
井
　
久
実

川
井
　
裕
也

立
山
　
直
也

井
上
　
伸
次

末憲　　安嘩靖届
勇　　　　　　出

広治　　範義信　人

部
　
落
牧

小
川
原
浦

尾

ノ

上

築
　
　
切

小
川
原
浦

井

　

崎

中　杉山　中餅永

村　本臼村田渕

再　　由泰奈節
釆　　実　　緒
子豊子則　美夫

（
小
川
原
浦
）

（
多
良
見
町
）

（
築
　
切
）

（
太
良
町
）

（
井
　
崎
一

（
鹿
島
市
一

お
く
や
み
申
し
ま
す

お
よ
ろ
こ
び
申
し
ま
す

死
亡
者

中
村
佐
津
書

中
村
　
徳
一

牧
本
　
正
義

菩
次
　
康
一

板
屋
　
喜
八

卜　康　　子達届
‘覚工　　出

ミ　明　　ノ　文　人

田大　　井部
久牧釜
代保　　　崎格
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